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ご あ い さ つ

母なる川、米代川で固く結ばれた能代市と二ツ井町が平成18年３月に

合併し新しい能代市が誕生してから２年が経過しました。

この間、多くの市民の皆様との対話を通して総合計画の策定を進めて

まいりました。

市民アンケートをはじめとして自治会・町内会、事業所、中学生を対

象としたアンケート調査を実施し、これらの結果をもとにした市民ワー

クショップ、能代っ子中学生ふるさと会議を開催いたしました。

また、市民の皆さんとランチで対話、まちかどミーティングなども重

ね、小学生からは将来の能代市を描いていただきました。49人の市民の

皆様による総合計画市民協働会議では、市民と行政の協働により検討が

行われ市民の生活基盤の確立や市民総参画のまちづくり、マネジメント

サイクルの確立などを重要な視点とするご提言をいただくとともに、市議会並びに地域協議会で基本構想をご

審議していただきました。

総合計画のスタートにあたり計画策定に参画していただきましたすべての皆様に対し厚くお礼申し上げます。

先人のたゆまぬ努力によって培われた個性と伝統ある文化や風習、着実に整備されてきた地域の活力につな

がる社会基盤、大切に守られてきた豊かな自然。

今まさに、私たちは、受け継いだ地域の資源を活かし、市民の力を結集して、希望ある道筋を築くまたとな

いチャンスを迎えています。今こそ、自分の住む能代を「能
よ

く代
か

えて」いこうとする能代市民として、市民、

団体、事業者、行政などのさまざまな主体が、知恵と工夫を出し合い、行動を起こすときです。

この総合計画では、能代市民の“和
わ

”、環境で活力を生み出す“環
わ

”、未来へつながる“輪
わ

”による、“わ”の

まち能代 を新市の将来像に掲げました。

対話を大切にし、ともに汗して、新しい能代づくりの第一歩を力強く踏み出しましょう。

平成20年３月

能代市長 齊 藤 滋 宣

【表紙】左上から
飯坂 香子さん （鶴形小学校５年）
小山 晴輝さん （能代養護学校６年）
今井 瑠那さん （朴瀬小学校６年）
小玉 栞さん （竹生小学校６年）
成田 聖良さん （二ツ井小学校５年）
工藤 駿介さん・工藤 まえさん
金野 明帆さん・桜田 永二さん

（切石小学校４年）
すずきみなとさん（渟城西小学校１年）
佐藤 侑華さん （渟城南小学校４年）
畠山由紀乃さん （仁鮒小学校４年）
船山 拓人さん （第五小学校５年）

【裏表紙】左上から
智田 優希さん（富根小学校３年）
菊池 光さん（第四小学校６年）
菊池 雄大さん（日影小学校４年）
村田 聖華さん（浅内小学校５年）
野村 夏紀さん（常盤小学校５年）
田村 彩夏さん（崇徳小学校６年）
工藤 広夢さん（向能代小学校６年）

※学校名および学年は19年度募集時のものです


